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変わっています！
　まちが　人が　未来が！
～第５回ふるさと自慢交流大会～

　２月１８日、勤労青少年ホームで、第 5回ふるさ
と自慢交流大会が開催され、地域経営による活性化策
の講演と地域活動の発表が行われました。

参加者からは、
　「講演も、発表も、とても勉強になりました。
　若者が、故郷を想って帰ってくるような、にぎ
　やかで明るいまちをつくっていきたいですね。」
といった感想が聞かれました。
　このような地域それぞれの輝きこそが、市の輝
きや個性になっていくのですね。今後のみなさん
の輝きがどんな色になるか、とても楽しみです。

　地域の困っている人を助けたり、抱えている問題を

みんなで解決していくことも、まちづくりです。

　高齢化が進む今、お年寄りが抱えている心配事、悩

み事は、共通しています。心配事や悩み事をみんなで

共有して解決していくことは、非常に大切なことです。

　「行政主体」から、みんなが築き磨く「地域主体」のま

ちづくりに変化しており、自主防災など、地域が連携して、

身近な所で対応できるような仕組みができています。

　まちづくりには、資金も必要。農家レストランなど

を経営したり、特産物を販売したりするのもいいです

ね。自分たちで考えて、地域をより良くしていく「地

域経営」こそが未来を創造するまちづくりにつながる

のです。

助け合う里　
　守り拓く里
　　輪を広げる里

田万里町協働の

まちづくり協議会

（会長　伊藤　国臣さん）

　この５年間、「安心・安全のまちづくり」と「ふ

るさと再発見のまちづくり」を課題としてあげ、様々

な取組みを進めてきました。

　自主防災部会では、初期消火訓練や炊き出し訓練

など、実際に災害を想定した訓練を行いました。多

数の参加があり、十分な成果が得られたと思います。

　文化財保全活用部会では、旧田万里小学校の校舎

を活用し、３００点余りの資料を収集・展示しまし

た。また、旧山陽道の文化財の美化・保全整備も進

めているところです。

　今後、第２次地域行動プランを策定し、地域の可

能性にチャレンジしていきます。

人と人　
ふれあいのある忠海
心をあわせて
力をあわせて！

忠海第 2地区協働の

まちづくりネットワーク

（会長　下山　生
いくのぶ

修さん）

　風光明媚な忠海町には、多くの伝統行事があります。

地域コミュニティーや、ボランティア活動も活発です。

　安心・安全部会では、避難経路の他、消火栓や

ＡＥＤ設置箇所などもわかるような防災マップを

作成しました。現在、連絡網の作成と、要介護者

の安全確認について話し合っています。

　わがまち部会では、忠海の歴史の理解と内堀公園

のにぎわいづくりの２点に絞りました。月に１度、

歴史講座を開催したり、内堀公園の芝生の水やりを

協力して行ったりしています。磨き活かされていな

い人材を発掘し、団体間で協力し、忠海の素晴らし

さを実感できるまちづくりを進めていきます。

輝く　おおのり
　　　　瀬戸のまち

大乗地区協働の

まちづくりネットワーク

（会長　佐渡　清二さん）

　大乗地区では、３自治会が連携してまちづくり

に取り組んでいます。

　防犯・防災部会では、防災訓練、声かけ運動、

危険箇所の調査などを行っています。

　環境衛生部会では、昨年「３Ｒ」をテーマとし

た講演会を開催したり、地域のクリーン活動に取

り組んだりしています。

　福祉・交流部会は、高齢者などのお手伝い等を

要請に応じて行う事業と、大乗小学校６年生と住

民が連携して「壁画制作」を行いました。この壁

画が、住民みんなにとっての大切なふるさとの風

景となるよう願っています。

まちづくりとは、
「暮らしの質を高める」
ということ

ＮＰＯ法人

ひろしまＮＰＯセンター代表理事

安藤　周治　さん

基調講演
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先人達は
私たちに

何を託したか
①製塩の歴史と先人達

　問い合わせ　文化生涯学習室

　　　　　　　☎ 22-7757

▲図２　市重要文化財紙
しほんちゃくしょく
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▲図１　干拓による地形の変化

明応年間 (1492 ～ 1501 年 ) 頃天保５年（1834 年）

　時を超えた　　
　　　　メッセージ

　今年は、重要伝統的建造物群保存地区
に選定されて 30年という節目の年です。
　これから、竹原の輝かしい歴史の礎と
なった保存地区の歴史を築き、守り続け
た先人達の姿、それを引き継いだ人々の
思いを連載していきます。
　これを機会に、保存地区を通じて、先
人達のメッセージを受け取ってみません
か。
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